
 

 

平成 28 年 12 月 14 日 
 （通算第 282 号） 

問い合わせ先  
長野県庁園芸畜産課 
電話 026-235-7232 

 

 

 

 

今シーズン、Ｈ５Ｎ６亜型ウイルスは新潟県と青森県の家きん農場、全国各地の野鳥から検出され

ています。 
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高病原性鳥インフルエンザウィルスＨ５Ｎ６亜型が 

全国各地(11 道県)で検出されています！ 12 月 13 日現在 

 

 

・鶏舎の近隣に多数のカモ類が生息 

・鶏舎の金網や壁等に破損部位あり 

・ネズミやスズメ等が鶏舎内へ侵入していた形跡あり 

新潟県、青森県の高病原性鳥インフルエンザ発生農場では、 
国の疫学調査チームにより以下の共通点が確認されています！ 

農場へ車・人・水・餌を介して 

持ち込まない 
 鶏舎周辺に餌となるもの(飼料、鶏の

死骸等)を放置しない 
防鳥ネットや壁等の破損部位は
修繕する 

・農場出入口等では車両、靴等の消毒 
・水道水または消毒した水を給与 

鶏舎へネズミやスズメ等を 

入れない 

 

鶏舎へ野鳥や野生動物等を 

近づけない 
 

異状の通報はこちらへ 

安曇野市で回収したコハクチョウからＡ型鳥インフルエンザウイルスは検出されませんでした 
 

発生予防対策のポイント 
   ウイルス  の侵入経路を断つことが重要です！ 

12 月３日に安曇野市で回収されたコハクチョウ(Ｈ５亜型遺伝子検出)は、鳥取大学で確定検査を行った

結果、Ａ型鳥インフルエンザウイルスは検出されませんでした。 

遺伝子検査ではウイルス遺伝子の有無を調べるのに対し、確定検査では感染力のある生きたウイルスの存

在を調べます。この事例では生きたウイルスは検出されなかったものの、ウイルス遺伝子は検出されており、

コハクチョウの体内にウイルスが存在していたことが考えられます。 

高病原性鳥インフルエンザウイルスは、すでに県内にも広く侵入していると考えられますので、引

き続き発生予防対策の徹底をお願いします。 
 

 

 


